～不開示部分の違法性が争点～

二次訴訟　第２回口頭弁論報告
二次訴訟第２回口頭弁論は、9月9日(火）11：30から12：00まで東京地裁522号法廷でおこなわれました。（弁護団5名、傍聴17名）
 

先回（7月1日）の口頭弁論で裁判所は、国（外務省）側に対し、不開示・部分開示の理由が一般的過ぎるので、それを不開示とした具体的理由を一覧表にして提出するように要請し、国（外務省）は、9月１日付で準備書面（1）を提出しました。
 

裁判長は、国（外務省）の準備書面（1）対して、踏み込んだ内容と書いてあるけれども、これでは不開示にする相当の理由だったと判断することができない。裁判所がもう少しきちっと判断できるように、踏み込んだ内容だけではなく、どういう情報なのかということを、次回までに明快にしてもらいたいと述べ、国（外務省）はこれを了承しました。
 

次回口頭弁論は、11月25日（火）16：00から、東京地裁522号法廷でおこなわれます。
その後おこなわれた報告集会については、24日発行予定のニュース13号をごらんください
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